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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 環境厚生常任委員会 
会議場所 第１委員会室 

担当職員 山末 

日 時 平成３１年２月１３日（水曜日） 
開 議   午後   ５ 時 １０ 分 

閉 議   午後   ５ 時 ２３ 分 

出席委員 ◎冨谷 ○並河 長澤 大塚 三宅 小松 平本 西口 

理事者 

出席者 
 

事務局  山末主事 

傍聴者 市民 ０名 報道関係者 ０名 議員０名 

 
 

会  議  の  概  要 
 
＜事務局主事＞ 

 年長委員を臨時委員長として、委員会を開会し、新委員長の選出を行っていただき、

その後、新委員長により副委員長の選出を行っていただく。 

 

１ 正副委員長の互選について 
 
＜西口臨時委員長＞ 

 ただ今から環境厚生常任委員会を開会する。これより委員長の互選を行う。選挙の

方法は、投票又は指名推選によるが、指名推選でよいか。 

（異議なし） 

＜西口臨時委員長＞ 

 異議なしと認め、指名推選とする。 

それでは、私から指名することに異議はないか。 

（異議なし） 

＜西口臨時委員長＞ 

異議なしと認め、冨谷委員を指名する。これに異議はないか。 

（異議なし） 

＜西口臨時委員長＞ 

 異議なしと認め、冨谷委員が委員長に当選された。 

 

[冨谷委員長 委員長席へ移動] 

 

＜冨谷委員長＞ 

（就任あいさつ） 

 

＜冨谷委員長＞ 

 次に、副委員長の互選を行う。選挙の方法は、投票又は指名推選によるが、指名推

選でよいか。 

（異議なし） 

＜冨谷委員長＞ 
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 異議なしと認め、指名推選とする。 

それでは、私から指名することに異議はないか。 

（異議なし） 

＜冨谷委員長＞ 

異議なしと認め、並河委員を指名する。これに異議はないか。 

（異議なし） 

＜冨谷委員長＞ 

 異議なしと認め、並河委員が副委員長に当選された。 

 

[並河副委員長 副委員長席へ移動] 

 

＜並河副委員長＞ 

（就任あいさつ） 
 
 
２ 審議会委員等の選出について 

（１）国民健康保険南丹病院組合議会議員（２名） 
 

＜冨谷委員長＞ 
事務局から説明を。 

＜事務局主事＞ 
 国民健康保険南丹病院組合議会議員については、定数が３名であり、そのうち１名

が議長となっており、環境厚生常任委員会から２名を選出いただいている。どのよ

うに取り扱うか、協議願いたい。 
＜冨谷委員長＞ 
 どのように取り扱うか。 
＜西口委員＞ 
 まずは希望を聞いてはどうか。 
＜冨谷委員長＞ 
 希望する委員は挙手を。 
 

挙手 冨谷、並河、三宅、平本 
 
＜平本委員＞ 
私は希望を取り下げる。 

＜冨谷委員長＞ 
３名が希望しているが、どのように選出するか。 

＜西口委員＞ 
 抽選で決定してはどうか。 
＜冨谷委員長＞ 
それでは抽選を行う。 

 
［抽選の結果、冨谷委員長、並河副委員長に決定］ 
 
＜冨谷委員長＞ 
 それでは、私と並河副委員長を選出することとする。 
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（２）亀岡市防災会議委員 
 
＜冨谷委員長＞ 
 事務局から説明を。 
＜事務局主事＞ 
防災会議委員の選出については、先日の初幹事会において、申合せのとおり委員長

のあて職として確認されている。それを踏まえて協議願いたい。 
＜冨谷委員長＞ 
 防災会議委員については、申合せのとおり委員長を選出することとしてよいか。 
＜了＞ 

 

散会 ～１７：２３ 


